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（別添４） 

愛知県愛西市 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末をはじめとする ICT環境によって実現を目指す学びの姿  

 「令和の日本型学校教育」の構築を目指した中央教育審議会の答申（令和３年１月）及び

それに続く政府の議論等においては、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充

実し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげることが求められて

いる。これまでの先進事例等の研究から、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的

充実と「ICT活用」はベストミックスであると言われているように、これらの実現において、

1人 1台端末の活用は、重要な役割を担っている。 

 今回の端末更新では、市内小中学校 18校において、それぞれの学校や児童生徒の実態等

に応じて、ＧＩＧＡスクール構想により整備された ICT 環境のもと、研修や授業研究を行

い、1人 1台端末の効果的な利活用に向けての実践を図ってきた。今後、ＧＩＧＡスクール

構想第２期に向けて、リーディングＤＸ指定校の先進事例等も踏まえた上で、以下のような

児童生徒の、学びの姿を目指していきたいと考える。 

 はじめに、「個別最適な学び」の実現において、児童生徒は、1人 1台端末を通じて、個々

の理解度や学習ペースに合わせた、より 1 人 1 人の児童生徒の実態に応じた学習計画に基

づいて学びを進めるものとする。さらに、学習データを活用し、生成 AI等により、リアル

タイムにフィードバックを受けたり、学習におけるアドバイスを受けたりすることで、自ら

の可能性を最大限に引き出すことができ、学習に対して、高いモチベーションを維持するこ

とを目指す。 

 次に、「協働的な学び」の実現において、児童生徒が、他の児童生徒、地域の方々、専門

家等とチャットやオンライン会議で繋がり、課題解決に取り組む機会をより増やしていく

ことで、多くの他者の考えに触れ、自己の考えを広げ深めることができるようにする。また、

グループワーク等を通じて、多様な他者と協働することを通じて、現実社会で必要とされる

非認知的スキル等を身に付けさせる。 

 本市では、ICTの特徴や役割を理解し、ICT機器を主体的に活用できる児童生徒を育成し

ていく。 

 

２．ＧＩＧＡスクール構想第１期の総括  

 本市では、「iPad端末」を採用し、令和元年度に賃貸借契約により２３６台、令和３年度

に国の令和２年度補正予算により４，７１９台を購入し、合計４，８５８台の１人１台端末

を整備し、併せて「G Suite（現：Google Workspace for Education）」及び「ロイロノー
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ト」、「ｅライブラリ」を導入した。 

また、通信ネットワークや周辺機器等も含めた ICT環境においても、令和３年度までに整

備が完了している。なお、一部教科については、指導者用デジタル教科書を導入した。 

 これらの ICT環境の整備に加え、教育委員会では、ICT支援員を配置するほか、ICT教育

指導員の配置や、教員の研修会を他市と合同開催するなど、教員の ICT活用指導力の向上に

計画的に努めてきた。 

 また、令和６年４月に実施された全国学力学習状況調査の学校質問紙では、タブレット・

ICT 機器に関わる項目において、以下の回答であった。（本市及び全国平均値については、

小学校・中学校それぞれの平均値を単純平均したものである。） 

質問事項 本市 全国 

前年度に、教員が大型提示装置等（プロジェクター、電子黒

板等）の ICT機器を活用した授業を１クラス当たりどの程度

行いましたか 

週３回以上 

100.0％ 
92.4％ 

教員がコンピュータなどの ICT機器の使い方を学ぶために必

要な研修機会はありますか 

ある・どちらか

と言えばある 

87.5％ 

93.0％ 

コンピュータなどの ICT機器の活用に関して、学校内外にお

いて十分に必要なサポートが受けられていますか 

そう思う・どち

らかと言えばそ

う思う 

100.0％ 

86.8％ 

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、生徒一人

一人に配備された PC・タブレットなどの ICT機器を、授業で

のどの程度活用しましたか 

週３回以上 

95.9％ 
92.0％ 

調査対象学年の児童生徒が自分で調べる場面（ウェブブラウ

ザによるインターネット検索等）では、児童生徒一人一人に

配備にされた PC・タブレットなどの ICT機器をどの程度使用

されていますか 

週３回以上 

91.7％ 
73.5％ 

調査対象学年の児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現

する場面では、児童生徒一人一人に配備された PC・タブレッ

トなどの ICT機器をどの程度使用させていますか 

週３回以上 

58.3％ 
53.5％ 

教職員と調査対象学年の児童生徒がやりとりする場面では、

児童生徒一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT機

器をどの程度使用させていますか 

週３回以上 

62.3％ 
58.6％ 

調査対象学年の児童生徒同士がやりとりする場面では、児童

生徒一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT機器を

どの程度使用させていますか 

週３回以上 

37.5％ 
43.1％ 
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調査対象学年の児童生徒が自分の理解度・進度に合わせて課

題に取り組む場面では、児童生徒一人一人に配備された PC・

タブレットなどの ICT機器をどの程度使用させていますか 

週３回以上 

25.0％ 
47.5％ 

前年度に、児童生徒一人一人に配備された PC・タブレットな

どの ICT機器を使って、児童生徒が学校外の施設（他の学校

や社会教育施設、民間企業等）にいる人々とやりとりする取

組をどの程度実施しましたか 

年１回以上 

37.6％ 
53.1％ 

教職員と家庭との間で連絡を取り合う場面で、コンピュータ

などの ICT機器をどの程度活用していますか 

よく活用してい

る・どちらかと

言えば活用して

いる 

45.8％ 

72.3％ 

児童生徒一人一人に配備された PC・タブレットなどの端末

を、どの程度家庭で利用できるようにしていますか 

時々持ち帰っ

て、時々利用さ

せている以上 

83.3％ 

85.4％ 

児童生徒一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT機

器について、次の用途でどの程度活用していますか 
週１回以上  

 

（１）不登校児童生徒に対する学習活動の支援 25.0％ 45.9％ 

（２）希望する不登校児童生徒に対する授業配信 8.4％ 35.1％ 

（３）特別な支援を要する児童生徒に対する学習活動等

の支援 
54.2％ 63.3％ 

（４）外国人児童生徒に対する学習活動等の支援 54.2％ 21.1％ 

（５）児童生徒の心身の状況の把握 95.9％ 34.5％ 

（６）児童生徒に対するオンラインを活用した相談・ 

支援 
0.0％ 13.4％ 

障害のある児童生徒が一人一人に配備された PC・タブレット

などの ICT機器を活用する際、入出力支援装置を活用し、障

害種・障害の状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた支

援をどの程度行いましたか 

よく行った・ど

ちらかと言え

ば、行った 

16.7％ 

15.7％ 

 

 調査の結果からタブレットなどの ICT 機器の授業での活用に関しては、全国平均以上あ

るものの、児童生徒同士や学校外の施設の人々とのやりとりや、児童生徒の理解度・進度に



4 

 

合わせた課題等１人１人の実態に応じた学習まで取り組めていない状況であると言える。 

 特に、持ち帰り学習状況については、学校間で取り組みの差が生じているため、誰１人取

り残すことのない「令和の日本型学校養育」の構築のためにはＧＩＧＡスクール構想第２期

を契機に課題解決につなげていきたい。 

 

 

３．１人１台端末の利活用方策  

 １人１台端末の積極的活用については、「愛西市 GIGA スクール構想の実現に向けたプロ

ジェクト」（以下、「プロジェクト」という。）に基づき実施し、プロジェクトの現状を把握

するために調査にし、毎年度ローリング方式で内容を見直すものとする。 

 併せて、下記事項についても実施する。 

 （１）ICT研修の充実 

   授業や校務における ICT 活用に関する校内研修の実施や、外部機関等が実施する研

修会に積極的に参加できる体制をつくる。また、クラウドを活用して、新任者及び転任

者に関わらず全ての教員が、これまで実施した研修内容がいつでも確認できるように

整備する。 

 （２）ICT支援員の活用の促進 

   ICT 支援員については、令和６年度は全 18 校に対して５人を配置しており、基準の

４校に１人（3.6 校／人）を満たしている。１校あたり年 41 回、１回あたり約６時間

程度の支援をしており、今後も引き続き、各校週に１回は訪問できる体制を整備する。 

 （３）１人１台端末の普段使いの取組 

   本市全小中学校 18校で１人１台端末の日常的な利用に向けた取り組みを行っていく。

現状では、一斉利用すると通信負荷がかかり、速度が遅くなることから、日々の利活用

について、敬遠する教員がいたが、今回の端末更新に向けて、ネットワーク環境の改善

をすることで、通信の応答遅延が解消されるため、利活用研修等と併せて日常的な利活

用を促進する。 

 （４）デジタル教科書の利用 

   指導者用については、小学校は国語及び社会・地図・算数・理科を、中学校は数学及

び理科をＧＩＧＡスクール構想第１期時において既に全校で利用されている。今後は、

英語をはじめとした教科の指導者用デジタル教科書のほか学習者用の利活用を推進す

る。 

 （５）「個別最適な学び」及び「協働的な学び」の充実について 

   児童生徒が「自分で調べる場面」「自分の考えをまとめる、発表・表現する場面」「児

童生徒同士や教員とやりとりする場面」において、積極的に１人１台端末を活用するこ

とができるよう発達段階に応じた児童生徒の姿を「情報活用能力」及び「情報活用スキ

ル」、「情報モラル」の指針を示し、タブレット端末の基本的内容について共通理解を図



5 

 

り、ICT部会等において、具体的な活用事例の情報共有を図る。また、市内教員が情報

共有できるためのクラウドを活用した仕組をつくり、広く周知を図る。 

 

４．今後の計画について  

 これらの現状等を踏まえ、以下の項目について重点的に取り組むことで、１人１台端末の

利活用を促進する。 

（１）研修等の充実 

 ・ 職層ごとに求められる ICT活用スキルや受講者のニーズに合わせ、ICT機器を使っ

た情報活用に関する研修会を全ての教員が受講できる体制を構築する。 

 ・ 「個別最適な学び」及び「協働的な学び」の充実のため、市教職員会各部会にて具

体的な活用事例を共有する。 

（２）教員への情報提供 

 ・ 校務支援システム等を活用し、端末の利活用の促進方法の事例提示や具体的な情報

機器の活用方法の情報提供を行う。 

 ・ 「個別最適な学び」及び「協働的な学び」の充実のため、活用事例を一元化してク

ラウドを活用して共有する。 

 ・ リーディングＤＸ指定校の活用事例、生成ＡＩの活用等、先進的な取組事例を各校

に展開する。 

（３）全ての児童生徒の学びの保障 

 ・ 不登校や日本語指導が必要な児童生徒、障がいのある児童生徒等へのオンラインを

活用した指導の充実を図る。 

・ 児童生徒の特性に応じたデジタル教材の整備を図る。 

 

 

 

 

 


